平成20年度第三回理事会議事録 
日時：平成20年2月23日（土）15:00～18:30

　平成20年2月24日（日）9:00～16:00　

場所：　ホテルビュック会議室
参加者：占部副会長、周東監事、国見理事長、濱本副理事長、荒川理事、奥村理事

　　　　濵田理事、河内理事、丹羽理事、矢野理事、榊原理事、牟田口理事、丸田理事

欠席：　赤津監事、仲野理事

議事に先立ち、議事録作成者を榊原理事、確認者を矢野理事（東日本）、濱田理事（西日本）とし、国見理事長が議長となり審議に入った。
審議事項

議題1　選考会準備状況
(1) 選手エントリー状況は、参加選手40名のエントリーが終了。
(2)プロテスト委員会は、大谷たかお氏以下合計６名で構成。
(3)サポートボートの乗員数については、平成20年第二回理事会で決定のとおり、安全対策として乗員数2名以上、定員の1/2以下とする。
＜討議内容＞

1 レスキューを実際に行うには、2名以上の乗員がいないと難しいのではないか。

2 クラブ員の大勢おり、レースにも多数の父兄が帯同するクラブの場合には2名以上の乗員が可能だが、父兄1人のみで参加するクラブでは規程の乗員数を満たすことが困難。

3 受付において、乗員募集の告知を実施するのが良いのではないか。

4 告知を行うのは時間的制約から難しい。

5 荒天の際に、運転しながらのレスキューはかなり難しい。しかも、もし1名のみの乗員が海面に投げ出された場合二次被害も懸念される。

6 レスキューを実施する際には、運転する者とレスキューを行うものの最低2名は必要。場合によっては、携帯電話や無線での連絡も必要だが、レスキューしながらの連絡は一刻を争うため困難。

7 万一レスキュー目的で海に飛び込む際にも、2名以上の乗員が必要。

8 1名で来ている父兄も他のクラブに声がけするのが良いのではないか。レスキューに乗りたいが乗れない父兄はたくさんいる。

9 サポートボートの位置づけは、緊急時にレスキューとなることが条件ともいえる。万一の際にレスキュー機能を持たないボートは、サポートボートの意味をなさない。
10 よって、安全面を考慮し乗員は2名以上とする。

(4) 事前練習についてＯＰ協会としては、夏冬春休みおよび土日祝日等の休校日以外の活動は望ましくないと判断する。
(5) 開会式、閉会式については、ＯＰ協会で実施する。
(6) 選考された選手用にキャップ（帽子）をＯＰ協会で用意する。
(7)ＪＯＣ派遣の2008年アジアセーリング選手権大会派遣選手については、ＪＳＡＦが詳細を決定していないため、選考会終了時においては“推薦”とする。
(8)ＩＯＤＡアジア選手権大会の派遣人数については、大会ＮＯＲにおいて未決定のため、選考会当日まで人数未定の場合は5名（うち異性1名以上）とする。
(9) 選考会終了以降にＩＯＤＡアジア選手権大会の参加人数が7名となった場合には、選考会順位で４位までをワールド。５位～１３位までの選手については、アジアまたはヨーロッパのチームメンバーの変更は行わず、１４，１５位をＩＯＤＡアジア選手権大会の追加とする。
議題2　海外派遣について
　　　(1)エントリー状況

1 ＩＯＤＡヨーロッパ選手権大会

a) 選考会でのチーム結成までに必要な手続き及び送金は完了

2 2008年ＩＯＤＡ世界選手権大会

a)  選考会でのチーム結成までに必要な手続き及び送金は完了（アーリーアライバルを除く）

b)アーリーアライバルについては、旅行代理店に連絡し3月末まで締め切り延長を確認

c) 選考会終了後に男女の人数が確定するため、部屋割りを現地旅行代理店に連絡（チーム連絡者から）
3 ＩＯＤＡアジア選手権大会

a) 現状が不明のため、手配等は実施していない。今後の状況を観察。
4 北米選手権

a) 北米選手権事務局へ既に連絡済で2月中に返答の予定だが招待についての回答なし。

　　(2)派遣体制

① 2008年ＩＯＤＡ世界選手権大会

a) 監督については、国代表としてIODA総会に出席せねばならないためJODA理事若しくは元理事が望ましい。
b) 監督の人選については、引き続きOP協会内で調整することとする。

c) コーチは、一昨年及び昨年に引き続き、後藤浩紀氏に内定とする。【決定】

②ＩＯＤＡアジア選手権大会

a) 選考された内定選手保護者で、監督及びコーチは決定することとする。【決定】
③ＩＯＤＡヨーロッパ選手権大会

a) 選考された内定選手保護者で、監督及びコーチは決定することとする。【決定】

議題3  強化について

(1) NT強化合宿【決定】
1 日程は、平成20年5月4日～5月6日とする。

2 実施場所は、海陽ヨットハーバー（蒲郡）とする。
3 参加費用は、選手2万円（宿泊、食事込）、保護者は宿泊、食事等実費負担とする。

4 宿泊場所は、「四海波」を予約

5 コーチについては、後藤浩紀氏とする。

(2) 強化コーチの選定基準について【決定】
1 強化コーチの選定基準については、職業等でコーチを限定した場合に選択の巾を狭める恐れもあることから、人間性を第1優先にして選定することとする。
2 コーチに不公平さが認められたとOP協会理事会で決定された場合には、翌年度コーチ選定の際の重要な判断材料とする。

議題4　各レースの全日本枠確定【決定】
(1) 各レースの全日本枠については、別添「第40回全日本OP級ヨット選手権大会（2008年蒲郡）出場枠」のとおりとする。

(2) 「第7回夢の島レガッタ」の申請数については、参加人員数が「全日本枠配分の目安」に達しないことから、枠数を2とする。

(3) 新規申請の「2008年春風ヨットレース」及び「2008年第1回かもめカップ」について、過去新規レースの枠数上限を2としていたが2008年度においては東日本エリアの枠数が2007年度に比較し著しく減少していることから、特例として枠数3を認める。
　　(4) 全日本OP級オープン選手権が和歌山での開催になった事で、大会枠のバランスを取る為に、東西選手権で、両地区の枠を調整する事とした。【決定】
議題5　各部会年間活動と最終予算の確定
(1) レース・計測クラスルール部会

1 レース委員会としては、前年と同額予算とする。【決定】
2 計測については、経費が前年並みであった。
(2) 強化・海外派遣部会

1 現在SSFへ海外派遣補助の申請中であり、申請が通った場合は海外派遣予算増額も今後検討する。

2 NTレベルより一つ下のレベルを強化する2009年正月合宿について、部会としては実施を検討する。

(3) 普及・育成・広報部会

1 普及・育成を目的とした「出前コーチ」を3回実施予定。
2 OP協会ホームページから公募して実施を予定。

3 学校等のプールを活用したOP普及活動を今年度も実施予定。補助をSSFに申請中である。

(4) 総務・財務渉外部会

①　総会での決定に従い、予算執行を行う
(5)　その他

1 現状、スポンサーからの協賛金でOP協会収支はなんとか黒字となっているが、会員費のみでの運営は実質不可能な収支状況となっている。今後は各種補助金申請を実施する等の収支改善に向けた活動をしていく必要がある。

議題6　その他

(1)  海外送金等でOP協会から高額な振込みを実施する場合は、総務・財務渉外部会しても金融機関における本人確認に時間を要し早急な対応が困難であることから、10日程度の日程をみて総務・財務渉外部会へ連絡することとする。【決定】
　　(2)　JSAFへのアピールについて

　　　　①　今回の北京オリンピック選考の途中結果をみた場合、OP出身者が多数を占めている。

2 OP協会としても、この結果を踏まえ日本のセーリング界発展のために大きく貢献していると言える。

3 そこで、折にふれ理事長からJSAFへアピールしていくこととする。【決定】
　　(3)　北京オリンピック選考選手激励について

　　　　① 北京オリンピックにおけるOP級出身者について、OP協会として激励を目的とした活動を検討することとする。
(4) ノベルティの制作について

1 海外派遣の際に、各国のオプティミストとの交流を促進するためにもステッカー、バッジ等の制作を今後検討することとする。
次回の理事会は平成20年5月18日の予定
以上
